
JSA日 本科学者会議愛知支部1997.10.20発 行

愛 知 教 育 大 学 分 会 ニ ュ ー スNo、107

代表:永 冶(ヨ ーロッパ文化)事 務局:菅 沼(生 命科学)

1997年6月 イ列会 要 旨

シ ネ マ 課 索 世 界 へ の 旅
一 硯 代 の 映 画 ヒ 蓉 生 の 劇 心 一・
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この例会については当初 「現代の映画 と学生の関心」 という題目を設定 し、皆様への

ご案内にもそのように記 されています。数年来私は担当する講義や演習の教材 として多 く

の映画 を組み入れ・こラした風変わ りな教育方法 に関心 を寄せた り・疑問を示 される方々

もお られ ます。 しか し、私の試行的な授業に関 して具体的な有様をやや詳 しく叙述 したこ

ともあ り、(D本 日は標題のようにテーマを限定 し、多少異なった角度か ら自分の模索や

体験をお話 ししたいと思います。
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もともと私は主 としてフランス近代思想を学んできた者で、映像 ・映画について専門的

な教育や訓練を受けた ことは、まったくあ りません。ただ し、映画の黄金時代 と言われる

1950年 代 に少年期 ・青年期を過 した世代 として、映画館へ通 うことは文学書 を読むの

と同じく、主要な楽 しみのひとつであ り、人生と世界に眼を開 く大切な窓で もありました。

私がやや意識的 ・継続的に映画 を観るようになったのは、1979年 か ら1年 間文部省

在外研究員としてパ リで暮 らした ときか らであ ります。ソルボンヌを中心 とするカルティ

エ ・ラタンは、2キ ロ平方ほどの狭 い地区ですが、90以 上の映画館が存在 します。ち ょ

うどその時期はヴェ トナム戦争後 アメリカで口火を切ったニ ューシネマが、他の欧米諸国

においても興隆 し、なが く停滞 していた映画制作が新たな隆盛を迎えたときで した。アメ

リカ市 民生活 の哀歓 を伝 えるrク レイマー ・クレイマー』やrマ ンハ ッタン』、 ドイツの

現代史 を独 自の観点か ら浮彫 にしたrブ リキの太鼓』 とrマ リア ・ブラウンの結婚』、イ

タ リア農村の民衆を描いたr木 靴の樹』 とrエ ボリ』、そ して壮大な規模や劇的な構成で

魅了するフランス映画rモ リエール』、rド ン ・ジ ョヴァンニ』、r華 麗なる女銀行家』、等

々。ソルボンヌ周辺のサ ン ・ミッシェルや国際大学都市 に比較的近いモ ンパルナスで、私

は これ らの新作にいち早く接 し、フランコ独裁への抵抗を刻印 したスペイ ン映画や東欧民

族 の苦難 を綴るハ ンガ リー映画をさ らに場末の映画館で観たこともあ ります。

こうした作品の相当数を各々40分 程度に抜粋 して、現在で も私は授業に組み入れてい

ます。た とえば、rク レイマー ・クレイマー』は家庭の崩壊 と子 どもの養育につ いて考え

るために、rモ リエール』は フランス絶対王政における民衆の悲惨を理解させるために、

例年の教材 とな りました。 ドイツの戦後史を背景とし、重厚で深刻な内容のrマ リア ・ブ

ラウンの結婚』はかな り躊躇 しましたが、一昨年よ り4年 生の専門科目rヨ ーロッパ現代

思想』のなかで紹介 し、学生か ら予想以上の反応を得ました。 しか し、ジ ョゼ フ ・ロージ
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監督 によるrド ン ・ジョヴァンニ』のよ う1こ・躰 では特別な企画 として公開されただけ

で、いまだテレビ放映 もビデオ化 もなされない作品 もあります・

π

1989年 フランス革命200年 を記念する国際研究集会に出席した私は、はか らず も

オルセー美術館 「映画の誕生」展示室で リュミエール社制作の シネマ トグラフ上映に接 し・

初期映画史の研究に手を染めることとな りま した。 この年に日本で も衛星放送が本格的に

開始され、

3000円 台の市販 ビデオの増加 とあいまって、家庭や学校で映画 を視聴する条件 に著 し

い変化が生 じました。お りしも私は教員養成課程か ら新設の総合科学 ・国際文化コースに

移籍 し、これまでとは異なる学生の気質や関心に しば しば困惑する状態 にあったのです・

翌年の春担当する 「ヨーロッパ比較文化論」第1回 に初めての映画教材 としてデヴィッ ド
・リーン監督 『旅情』を抜粋 ・上映 し、以後多 くの講義や演習で こうした試行 を続けてい

ます。

その後学術的な催しや研究資料 の収集のため東京や海外へ出張す るたび に、努めて当地

の映画館やフィルム ・フェスティヴ ァル に足を運ぶようにな りま した。た とえば、植民地

解放運動を描いた力作 『イン ドシナ』は、1991年 封切 り直後にシャンゼ リゼ大通 りの

壮麗なジ ョー ジ五世館で接 しました。 ロンドンに滞在 した ときは1992年 には、入種差

別を批判するrパ ワー ・オブ ・ワン』をイギ リス最古 の映画館 エンパイア劇場で・またア

イル ラン ド移民を主入公 とする 『遙かな る大地へ』を外国人労働者の多いイース トエ ンド

の一角で、さまざまな肌色の観衆の熱気 に包まれて凝視 しました。その翌年に陳凱歌監督

のrさ らばわが愛 覇王別姫』にいち早 く触れたのは、カンヌ映画祭グ ランプリ受賞 に沸

く上海の大光明電影院においてです。

これ らのフィルムはのちに 日本で も公開された り、ビデ オ化 されてお り、作品 自体を知

るためにわざわざ外国に出かける必要は勿論あ りません。 しか し、旅先出会ったフィルム

の各々には、その時点における己れの自分状態や周囲の情景も付着 して、特別の印象や愛

着 を感ず るのです。また、rイ ン ドシナ』やrパ ワー ・オブ ・ワン』のように日本であま

り評価 されない作品についても、自信 をもって語った り、人々に推奨できます。なかで も

rイ ン ドシナ』は毎年3年 生の講義rヨ ー ロッパ思想特論』のなかに組み入れ、受講生が

もっとも共感する教材のひとつとなっています。

しか し、言 うまでもなく海外で映画探索 を行 う固有の 目的は、 日本で視聴する便宜のな

い作品を把握することにあります。たとえばパ リ=ム フタール街のエペ ・ド・ボア館で企

画 されたエジプ ト映画 フェスティヴ ァルやロン ドン=ピ カデ リー広場周辺の地下室で催 さ

れたラテン ・アメ リカ映画フェスティヴ ァルは、意外にもチュニジアとシンガポールで楽

しめたイン ドのミュージカル映画数本 とともに、欧米の映画に偏重 した自分の視野を著し

く拡げて くれました。これ らはフェステ ィヴ ァル といっても、単一の映画館である種の作

品を集めた興行にすぎず 、滞在の期間に偶々重なったものであ ります。 しかし・ムフター

ル街の場合にはモ ノクロ時代の古典的なエジプ ト映画が2ヵ 月にわたって約20本 上映さ

れ ました。このような企画を日本の学生たち と一緒 に享受がで きないのを残念に思い、エ

ジプ トやイン ドや中南米のユニークで魅 力的な映画が 日本に多数輸入される日を私 は待ち

望んでいます。
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第95回 例会

「キ ャ ンパ ス に お け る

セ ク シ ュア ル ・ハ ラ ス メ ン ト」

現状から考える

大学におけるいくつかの取り組み

話題提供者:見 崎 恵子 氏(ヨ ーロツパ文化選修)

山根 真理 氏(家 政学教室)

日時:11月19日(水)午 後5時 から

場所:ヨ ーロ ツパ文化演習室(第 二総合科学棟1F)

どなたでも来聴歓迎

「アカ ・バラ(ア カデミック ・ハラスメン ト)」 という言葉をご存じ

でしょうか。セクシュアル ・ハラスメン トは、私たち大学人にとって

も身近な問題になってきています。セクシュアル ・ハラスメントの正

しい理解が必要だと思います。講演の後に、ケーキを囲んだ懇談会も

予定しております。どなたでも、是非ご参加 ください。

主催:日 本科学者会議愛知教育大学分会

あたりまえの会


